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図 1には物件 1を中心として半径 x‐km（xは変数）の円が描かれているが，本稿ではこの円
を市場の地理的範囲に画定する．物件 1を中心とした円の中には物件 1の他に 6件の物件があ
り，物件 1はこれらの物件と価格競争することになる．したがって，円から外れる物件 8は競
 













ߠଵ ൌ 28802880 ൅ 1800 ൈ 100 ൎ 62%	
を得る．このように計算していくと，物件ごとの半径 x‐km内の市場占拠率を計算できる．	
 次に，物件 1を中心とする地理的範囲の HHI（ܪଵ）を計算すると，	
























































の物件 jの価格が 50で与えられるとしよう．このとき，物件 iを供給する自企業は，当該企業
の反応曲線から，価格を 80にするのが最適である．この物件 iの価格に反応して，ライバル企















この移動は次の 2つの効果を通じて自企業の物件 iの価格を上昇させる．第 1に，仮に物件
jの価格が 120のまま変わらなければ，物件 iの価格は 90から 130まで上昇する．本稿ではこ




























































と同様の推定を試みる．本稿では，JV を次のように定義する．いま，ある物件が 3 社の JV に




































































































































































































	 2km	 4km	 	 8km	
ライバル価格	 0.21	 0.25	 0.21	
市場占拠率	
（直接効果）	 0.33	 0.79	 1.26	
	 	 	 	
乗数効果	 0.08	 0.27	 0.34	






	 2km	 4km	 	 8km	
ライバル価格	 0.23	 0.24	 0.25	
市場占拠率	
（直接効果）	 0.22	 0.55	 0.74	
	 	 	 	
乗数効果	 0.06	 0.20	 0.24	







	 2km	 4km	 	 8km	
ライバル価格	 0.23	 0.27	 0.23	
市場占拠率	
（直接効果）	 0.24	 0.72	 1.25	
	 	 	 	
乗数効果	 0.07	 0.26	 0.38	













	 2km	 4km	 	 8km	
ライバル価格	 0.22	 0.25	 0.21	
市場占拠率	
（直接効果）	 0.32	 0.79	 1.26	
	 	 	 	
乗数効果	 0.09	 0.27	 0.34	
最終効果	 0.41	 1.06	 1.60	
	 注：物件数は 599．	
	
	
